
■170310 「持続可能な東京２０２０運営計画第2版への連携提案」 

 
「東京２０２０とその先の持続可能性を考える」 

 

崎田 裕子 

NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット 理事長 
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「東京２０２０大会への提案」 
①目標を明確にして持続可能性専門チームを設置 

②評価基準となるマネジメントシステムを導入 

③持続可能性基準を浸透させる人材育成研修の徹底 

④民間・NGO・市民との共創の明確化 

 

「みんなで創る オリンピック・パラリンピック」（2015環境新聞社）   
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▲崎田裕子・鬼沢良子・足立夏子編著 
（NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット） 

 松田美夜子監修 （生活環境評論家） 2017 NPO GENKI Net for Creating a Sustainable Society   2 

東京都HPより 組織委員会HPより 



 
 

「２０２０とその後を 
見据えて提案する 
東京オリンピック・
パラリンピック 

共創ロードマップ」 
 

2015年組織委員会「街づくり・
持続可能性委員会」に提案 

NPO法人 持続可能な社会を
つくる元気ネット 
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「持続可能性」ディスカッションＧ 
「運営計画」「調達コード」等検討 

提案募集も実施 

 みんなで創る「東京２０２０大会」と持続可能なレガシー  
■ＩＯＣ2014年12月採択        
「オリンピック・アジェンダ 
２０２０」 

オリンピック競技大会の総ての  
側面に持続可能性を導入する。
オリンピック・ムーブメントの  
日常業務に持続可能性を導入
する。 
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        ＜東京２０２０大会ビジョン＞ 

スポーツには、世界と未来を変える力がある。 
1964年の東京大会は日本を大きく変えた。２０２０年の東京大会は、 
「すべての人が自己ベストをめざし（全員が自己ベスト）」、 
「一人ひとりが互いを認め合い（多様性と調和）」、 
「そして、未来につなげよう（未来への継承）」を3つの基本コンセプトとし、 
史上最もイノベーティブで世界にポジティブな改革をもたらす大会とする。 

「持続可能性に配慮した運営計画 フレームワーク」＜東京２０２０大会が目指すべき持続可能性の方向＞ 
●環境だけでなく、社会、経済の側面を含む 
●東京の特徴を活かす。充実した都市基盤・安全性、おもてなし・もったいないといった日本的価値観、  
 最先端テクノロジー（より高度な省エネ・再エネ・リサイクル等環境対策技術）の活用など 
運営計画 5つのテーマ                
①気候変動 （低炭素WG）          
②資源管理 （資源管理WG)              
③水・緑・生物多様性                
④人権・労働・公正な事業慣行等への配慮    
⑤参加・協働、情報発信（エンゲージメント） 

 計画実現に活用する3つのツール 
㋐持続可能なイベントマネジメント 
  システムＩＳＯ２０１２１  
㋑持続可能性に配慮した調達コード 
㋒オリンピック大会影響調査 

「街づくり・持続可能性」専門委員会 
アクション＆レガシープラン検討 

2017 NPO GENKI Net for Creating a Sustainable Society   
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 ～運営計画 5つのテーマ～                
①気候変動 （低炭素WG）          
②資源管理 （資源管理WG)              
③水・緑・生物多様性                
④人権・労働・公正な事業慣行等への配慮    
⑤参加・協働、情報発信（エンゲージメント） 
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 持続可能性に配慮した運営計画 
     第一版 2017.1 

～検討体制～ 

定量的目標や具体策を入れた第二版を2018年1月頃発表予定 
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 目標は「ごみゼロ戦略」 東京２０２０の「３Ｒ・資源管理」と「レガシー」一覧 
会場内＆選手村 キャンプ地 会場外 レガシー 

会場整備等の
３Ｒ 

都市鉱山回収で 
リサイクル100％ 
入賞メダル製作 

後利用を確保した 

什器・会場装飾等 
物品調達と、 
リユース・リサイクル 

聖火のバイオ  
燃料活用 
（NGO提案） 

 
 

★都市鉱山回収 
京都マラソン実施 
★後利用考えた 
 調達とリユース 

持続可能性 
＆３Ｒ 
ボランティア  

３Ｒボランティア 
研修システム 
（３Ｒ人材育成） 

再生資源（ポリエス
テル）活用のユニ
フォーム（スタッフも 

★若者のボラン 
 ティア参加 

運営上の 
 リデュース 
 リユース 

食品調達と 
食品ロス削減 
（フードビジョン） 

リユースカップ 
活用した 
ごみゼロ運営 
（NGO提案） 

使い捨て削減 
・レジ袋 
・容器包装 
・食器・カトラリー 

・食品ロス削減 
 
・レジ袋有料化 

★食品ロス削減 
 協定 
★大規模イベント 
 のごみゼロ運営 

運営上の 
 リサイクル 

資源分別回収 
と適切な表示 
（ピクトグラム）  

食品廃棄物 
の分別回収と 
循環利用 

バックヤード 
 での分別徹底 
資源循環の徹底 

・ペットボトル回収 
 ＆ボトルtoボトル 
・資源分別表示 

★ペットボトル回収 

＆ボトルtoボトル 
★資源分別表示 

適性処理 食品廃棄物の 
エネルギー活用 

各会場からの 
適正排出 

23区・都内外 
での適性処理 

★資源化率アップ
★埋め立てごみ 
ゼロへの挑戦 
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※緑は実施中・具体策調整中、 黒は検討中、 赤は今後検討の項目。2017.0310  6 



 目標は「脱炭素」 東京２０２０の「気候変動」「自然」と「レガシー」一覧 
会場内＆選手村 キャンプ地 会場外・交通 レガシー 

施設・ 
会場整備等 

大会車両の 
燃料電池車導入 

福島の再エネで
CO2フリー水素 

新規恒久施設の 
省エネ化の徹底 
などグリーン調達 

選手村などの 
省エネ機器導入
などグリーン調達 

公共交通機関の 
活用に向けた整備 
 

★選手村の水素
活用による再開発 
★省エネ施設建設 

持続可能性 
ボランティア  

ボランティアによ
る環境情報発信 

ボランティアによる
環境学習推進 

★若者のボラン 
 ティア参加 

運営上の 
 省エネ 
 再エネ 

全エネルギーの
グリーン化 

★メガイベントの 
エネルギーの 
グリーン化 

CO2 
見える化 
定量化・相殺 
 

カーボンフット  
プリントの継続的
算出と公表 
 

競技施設内のCO2

対策の分かりやす
い発信・見える化 

カーボンオフセッ
トによる排出した
CO2の相殺 

熱中症対策で 
日陰づくりや 
遮熱性舗装など 

・CO2の見える化 
・カーボンオフセット
への市民参加 

大気・水・緑・
生物多様性 

お台場海浜公園
の水質改善（雨
水貯留等水対策 

おいしい水の提供・ 

水と緑の魅力ある
景観 

化学物質対応 
低VOC・ノンフロ
ン・低公害調達 

・海の森公園整備 

・緑の東京募金に
よる街路樹の管理 

★葛西海浜公園 

のラムサール湿地
登録へ（NGO提案） 2
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※緑は実施中・具体策調整中、 黒は検討中、 赤は今後検討の項目。2017.0310  7 



東京２０２０の「人権・労働」「参加・協働、情報発信」と「レガシー」一覧 
会場内＆選手村 キャンプ地 会場外 レガシー 

施設・ 
会場整備等 
の取り組み 

アクセシビリチィー・ 

ガイドライン策定し施
設整備・スタッフ教育 

障害者や育児中の
親の観戦に配慮 
した会場整備 

ユニバーサルデザ
イン等インクルー
ジョンへの配慮 

準備・運営上 
の取り組み 
 

職員への持続可能
性研修で意識改革と
労働環境の整備 

選手村・競技場で 

宗教・文化に配慮
した料理の提供 
 

労働環境や 
多様性への配慮 
 

持続可能性
ボランティア 
育成・研修 
  

ボランティア8万人・
東京都ボランティア 
1万人の研修 

若人の社会参加 

参加・協働 
情報発信 
 

街づくり・持続可能性
委員会・DG・WG 
NGO学識・都・国連携 

青少年の大会参加 

・中高生対象ス
ポーツと環境学習 

東京２０２０参画  
プログラム展開で
持続可能性浸透 

世界の子ども若者
と交流・ESDと連携
した普及啓発 

実現と 
影響調査 

持続可能性に配慮し
た調達コード基本原
則・木材・食料 

ISO20121の 
導入による 
適切な運営確保 

環境アセスメント
(東京都）大会前
中後の予測評価 

   OGI調査 

環境・社会文化・
経済の影響調査 

2
0

1
7
 

N
P

O
法
人
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
元
気
ネ
ッ
ト

 
 

※緑は実施中・具体策調整中、 黒は検討中、 赤は今後検討の項目。2017.0310  8 



循環都市へ「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」 
  私たちの使っている携帯電話は、鉱山の金含有率の80倍・銀は9倍。 
  世界的に資源の効率的活用が課題の今、メダルのための  
  携帯や小型家電を回収をする初の大会に！ 

●国民参画の観点 日本全国の方々が東京２０２０大会に参画 

●リサイクルの観点 一回限りの運動ではなく、東京大会後へ 

• 金銀銅メダル各1666個に必要な金・銀・銅・亜鉛・錫・合計2t（材料ロス含め約8t） 

・リサイクル材の回収・処理・精錬・納品まで一括管理し、トレサビリティーの徹底。 

★循環都市へ 

・「選手村・競技場の食品ロス削減」「店頭回収」「レジ袋削減」「バイオ燃料聖火」ETC.                      

                         ★東京２０２０「参画プログラム」を活用し、 

                         市民・NGO・民間の参加機会の増大を 

                         ←東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会HPから 
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ロンドン2012のメダル 
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2016年度NPO持続可能な社会をつくる元気ネット検討会合（地球環境基金助成事業） 

「東京２０２０大会の『ごみゼロ戦略』を考える」からの提案      
①都市鉱山メダル・リユース食器 ②食品循環 ③④食品ロス ⑤資源循環・適正処理 

 

～第2・3回 食品ロス削減をデザインする～ 
■食品ロス削減の仕組みをどうつくる 

  ●適切な食材調達・保管  ●調理時のロス 削減 

  ●食べ残し 削減  （調理側・食事側）  

  ●効果を見える化、定量化する 

  ●仕組みを関係者が実施するよう、担保する 

■発生する容器包装ごみをできる限り削減する 
■サプライチェーン・小売り・消費者への効果的な情報提供 

■レガシーとして２０２０年以降の社会に活かす 

 ☛多様な主体の参加する「食品ロス削減協定」の提案 
2017 NPO GENKI Net for Creating a Sustainable Society   10 
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大会後に改修し5650戸の街に 
※東京都市街地再開発事業 
• 賃貸・分譲5650戸 

• 高層棟は50階建て 

• 他は14～18階建て 

★分譲棟住戸に家庭用燃料電池を 

★使用後を考えた調達の重視と、 
再使用・再利用市場の創出を。 

東京２０２０大会後の選手村（イメージ） 
※東京都都市整備局資料 

脱炭素都市へ・東京２０２０選手村の水素等エネルギー活用の期待 

←福島県内の再生可能エネルギーを活用し、 
ＣＯ２フリー水素の導入を進めるために 

福島県・東京都・国のエネルギー研究機関・ 
東京都の活用機関の4者協定締結 

四者協定図 
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成田⇔東京・
競技会場結ぶ 
リムジンバス 
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2017PLAN 

 

2018DO！ 

  ２０２０とその先の持続可能な社会への「レガシー」PDCAロードマップ 

2019CHECK 

 

2020ACTION！ 

 

福井国体でメガ
スポーツイベント
での事前実施 

ラグビーワールド
カップをプレ大会
として実施。その
反省を活かす 

東京大会実施。 

取組の社会への
情報発信。成果の
見える化・定量化 

東京大会の成果
を「レガシー」とし
て社会で共有。 

持続可能性に
関する目標等
詳細検討時期 

持続可能性  
運営計画第一版 

世界に東京大会
の低炭素・資源
管理・分別方法
の発信を開始 
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プレ実施 

東京大会 

詳細目標入れた
運営計画第二版 
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キャンプ地での 
取り組み 



「持続可能な開発目標（SDGs）」視野に未来へ 
2015年9月NY国連本部で「国連持続可能な開発サミット」開催。  
★「世界を変革する 持続可能な開発のための2030目標」を採択。 
 17目標と                             169ターゲット 
 

国連広報センター 
 HPより 
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市民・事業者・行政の
連携で、 
レガシーへの第一歩は
始まっている 
 
京都マラソンで 
メガイベントの持続可能性 
具体化へ 

2017 NPO GENKI Net for Creating a Sustainable Society   14 
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